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#02 実施日実施日
2025年1月12日（日）

会場会場
FabLab SENDAI - FLAT、
ソシラボ

スタジオ2日目は高橋氏のレクチャからスタート。 素材の特性や加工法に加え、歴史的背景
を掘り下げながら土を活用する事例を通じ、参加者は素材との向き合い方を学んでいきまし
た。その後、各自が持ち寄った素材に触れ、特性を五感で体感しながら活用方法を模索。
背景を紐解き、加工実験を重ねることで、新しいアイデアが生まれる過程を実際に体験す
る機会となりました。

レクチャ②、 プロトタイピングレクチャ②、 プロトタイピング

今回は、工藝指導所で実際に制作された当
時の試作品資料を手に取り、その重さや質
感、細かな造形を体感する時間も設けられ
ました。東北歴史博物館様にご用意いただ
いたのは、主に工藝指導所の中期（1940
年から 60 年代）頃に制作された 30 点以
上の資料です。 用途が明らかになっていな
いものも多くありましたが、参加者はその工
芸技術の奥深さに感心している様子でした。
その後のグループワークでは、現代の暮ら
しで使いたいものと使いたくないものをそれ
ぞれ 1 点ずつ挙げ、それらをより「使いた
いもの」にする方法について議論を実施。
同じ資料でもグループごとに意見が分かれ
る場面があり、使い手の視点や想定する状
況によって評価が変わることを実感する機
会となりました。
最後に高橋氏は、ものの背景にある歴史
や文脈を理解することの重要性を改めて強
調し、翌日に予定されているプロトタイピン
グへの期待を述べられました。

グループディスカッショングループディスカッション
&ワーク&ワーク

商工省工藝指導所商工省工藝指導所
現 宮城県仙台市宮城野区五輪1丁目4-22 付近

東北歴史博物館東北歴史博物館
985-0862 宮城県多賀城市高崎1丁目22-1

木工、漆工等各種工芸技術の産業化や、産業工芸による輸出の振興、東北の資源の利
活用と産業育成を図るため、1928年に設立された研究指導機関。 全国から木工、金工、
漆工、デザイン等におけるトップレベルの技術者が集められ、デザインや素材、製造方法
だけでなく、塗装方法や梱包方法まで幅広く研究を行っていました。

東北歴史博物館は、東北地方全体の旧石器時代か
ら近現代までの歴史が展示されている県立の博物館
です。 東北の姿の再発見と存在の発信を通して、地
域づくりと活性化にも取り組んでいます。

ACTIVITIES

レクチャでは高橋氏が実際に使用している土（焼き物の原土）に触れなが
ら、その加工方法や背景にある文化を紹介されました。 高橋氏は土を焼き
物の素材としてだけでなく染め物にも使うなど、広く原料として捉えており、
その土地の土を用いることは、環境や歴史を反映し、地域の人々に学び
合いの関係を生むと考えられています。 今回のプロトタイピングおいても、
各素材の背景を紐解きながら取り組むことが大切だと助言されました。

レクチャ／土を使ったものづくりとその背景レクチャ／土を使ったものづくりとその背景

本ワークショップでは、「普段は触れる機会が少ないが、身近に存在す
る素材（原料や材料）」を1つ選び、その情報を各自でリサーチすること
が事前課題として提示されていました。 これに対し、参加者は多種多様
な素材を持ち寄り、それぞれの用途や歴史、背景について発表。 素材
に関する情報を共有することで、新たな視点が生まれるとともに、日常
の中で見過ごしていた素材の価値や可能性について改めて考える機会と
なりました。

参加者による素材の紹介参加者による素材の紹介

参加者が持参した素材参加者が持参した素材

ヨシ／ロープ（ヨット用ロープ）／笹の
葉／箸（うめーし）／桑の葉／シルバー
925／ロウ／クバクロス（植物等を材料
とした布）／にかわ／炭／石膏ボード（建
材）／コルク／紙紐／パイライト／すす
き／竹／胡粉／アスファルト／チョーク／
スタイロフォーム

紙紐やロウ、コルクなどの馴染みのある素材だけ
でなく、コンゴ共和国で作られている植物製の布と
いったユニークな素材も。

幼少期の原体験やエコシステムの構築、新たな産
業の創出など、ものづくりの材料にとどまらず、
様々な視点で素材が選択されていました。

講師：高橋 孝治 氏（プロダクトデザイナー）
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FabLab SENDAI - FLATFabLab SENDAI - FLAT
980-0811 宮城県仙台市青葉区一番町2-2-8
　　　　　シエロ南町4F-1

ソシラボソシラボ
980-0811 宮城県仙台市青葉区一番町2-2-8
　　　　　シエロ南町10F-1

「ものを作るための場所」としてだけではなく「何か面
白いもの・ことと出会える場所」を目指して活動して
いるものづくりスペースです。

仙台市のコワーキング＆イベントスペースです。 色々
な人を巻き込み様々な実験をする場所として、東北か
らの新たな価値の創造を目指しています。

STUDIO 2 Meet Roots, Make Seeds. − 過去からつなぐ、デザインの芽。−

参加者は持参した素材を手に取り、その背
景を深く掘り下げながら、様々な加工実験
を実施。 更に、そこで得た知見や気づきを
もとに、新たな活用方法についても検討を
重ねました。
全体の総評では、高橋氏は「歴史や足元
を見つめ直し、五感を活かして体感するこ
とで理解が深まり、行動に変化が生まれる」
と述べ、土岐教授は「実際に試すことで初
めて分かることがあり、成功や失敗を通じ
て次の行動につながる」と振り返りました。

プロトタイピングプロトタイピング

（左）ロウ引きした紙ロウ引きした紙 様々な素材へのロウ引き加工やロウでの模様付けなど、今後の展開に期待する声も。 ／（右上）にかわで固めたアスファルトにかわで固めたアスファルト アスファルトを単な
る道路の素材と捉えず、活用を模索した視点に評価が。 ／（下中）にかわを塗ったチョーク製のボードにかわを塗ったチョーク製のボード 作者は、自らの手で感触を確かめながら作ることがものづくりの
本質であると改めて実感したと言います。 ／（左下）にかわに胡粉や土を混ぜた顔料にかわに胡粉や土を混ぜた顔料 配合比の違いによる質感の変化から、新たな表現への発展に期待が。

（左）木炭とロウを混ぜて作られたロウソク木炭とロウを混ぜて作られたロウソク 型紙の凹凸がロウソクの表面に転写されたという面白さから、質感の類似性を活かすことで新たな用途が見出せる可能性が
感じられました。 ／（右上）樹脂製の骨組みに紙紐を編み込んだオブジェ樹脂製の骨組みに紙紐を編み込んだオブジェ 高橋氏からは、紙紐を開いた際のシワやボリュームも活かしてみてはどうかとの提案が。 ／

（右下）ケヤキの葉型を彫刻したスタイロフォームケヤキの葉型を彫刻したスタイロフォーム 葉の形や光の陰影をより抽象化することで、新たな表現手法が生まれる可能性があるのではないかのと意見も。
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